
徹底分析
「VVol」と
「仮想マシンを理解しているストレージ」

VMware社のvSphere Virtual Volumes(V Vol)のコンセプトは、かなりの期待を寄せることができます。一つには 
V Volが仮想マシンを理解しているストレージということ。でも理解する状態には範囲があるので、ストレージ プ
ロバイダーがどの範囲を確定するかがとても重要になります。

現実には、V Volは、APIに過ぎません。そのため、ストレージプロバイダーによって、違った実行の仕方となりま
す。その実行が従来のLUNやボリュームベースにあるストレージ上に行われるとしたら、仮想ボリュームバリュー
は性能を落としてしまいます。仮想マシンレベルで運用するストレージで実行されて初めて、V Volは本当の意味
での仮想マシンを理解しているということになります。

V Volを装備した従来のストレージの場合と、ティントリの仮想マシンを理解しているストレージを使用した場合
を、表を使ってチェックし詳細しく比較してみましょう。

従来のストレージ
従来のストレージは、仮想マシンを理解しているでしょう
か？仮想マシンが存在することには、もちろん気づいてい
ますが、それらの仮想マシンはLUNやボリュームに埋もれ
てしまい、そのためストレージ管理者や仮想管理者には遠
くにあってよく見えないのです。表からもお分かりのよう
に、従来のストレージでは仮想マシンレベルで意味のある
行動はとれないのです。

従来のストレージとVVol
以前はストレージ管理者がLUNとボリュームを切り分けな
ければなりませんでした。今はV Volがストレージコンテナ
ーを取り除きます。ストレージ管理者が（パフォーマンス、
クローニング、スナップショット、フリークエンシーの）ポリ
シーを、各コンテナーに割り当てます。それから仮想管理
者が、新しい仮想マシンをプロビジョニングする際、希望
とするポリシーを選ぶだけになります。V Volがマッチメー
カーの役割を果たすのです。適切なポリシーとともに、各
仮想マシンをストレージコンテナーに配置します。

1. 「作業の安定」以前はストレージ管理者が、コンテナー
をセットアップし、仮想管理者が適切な状況のセットア
ップを選択していました。しかし今は必要ありませ
ん。V Volにおいては、仮想マシンとコンテナーをマッチ
させるための「交渉」を、V Vol 自ら行います。



2.	「ダイナミックなリソーススケジューリング」より良いパフォーマンスのために、V Volがストレージスペースと 
I/O ロードとのリバランスを決定します。

3.	「スナップショットとクローン」V Volが、（LUN やボリューム レベルではなく）仮想マシンレベルでスナップショ
ットを撮ってクローン作成を可能にします。

すべてはvSphere6を導入すると可能になり、ストレージベンダーがこのV Volの機能性を実行します。しかし、気
を付けなければなりません。V VolはAPIに過ぎず、LUN担当の従来のストレージプロバイダーとボリュームベー
スのアーキテクチャーは、V Volの実力を発揮させるために悪戦苦闘の日々でしょう。

ティントリ導入=理想的なVVol実行
ティントリ製品は、完璧に仮想マシンを理解しているストレージです。最初のTintri VMstoreが2011年に出荷され
て以来、2,000台以上のユニットを売り上げてきました。弊社は常に仮想マシンに特化して業務を続けてきまし
た。LUNも、ボリュームも存在しないということは、V Vol実行に制限がないということです。 

仮想マシンを理解しているということは、ストレージポリシーの在り方を根本から変えるということです。ストレー
ジ管理者はコンテナーを切り取る必要はなく、仮想管理者も希望のポリシーを選ぶ必要はありません。その代わ
り、管理者2人のどちらかが、すべての仮想マシンに以下を含んだ機能性を配置することができるのです。
•	 レプリケーション:ティントリだけが仮想レベルでのレプリケーションを、わずか3クリックで実現します。

• パフォーマンス:従来のストレージシーケンスは大量の処理がファンネル（じょうご）を通るようなものですが、
ティントリ製品の場合は、仮想マシンごとに独立したレーンを通っていきます。そしてV Volがコンテナー レベ
ルでクオリティーオブサービス(QoS)のセットアップを助けるのに対し、ティントリ製品の場合は、すべての仮
想マシンに対してIOPSの最小値と最高値を保証します。

• レイテンシーの仮想化:レイテンシーを起こす原因を掘り下げるということは、ティントリユーザーサーフェイ
スで仮想マシンの上を旋回（して全体像を見る）するように簡単なことです。それによって、ホストでも、ネット
ワークでも、ストレージでも、インフラストラクチャー上に発生したレイテンシーを知らせるグラッフィックを
示します。つまり数秒後には問題点をピンポイントで知ることができます。

• SRMインテグレーション:ティントリはすでに、仮想作業を効率的に管理するためにSRMを組み込んでいます。

重要なのは、V Volの規模がどんなに大きくても、ティントリはわずか1つのアレイでサポートできるということで
す。1つの仮想マシンで最低3つ。それからスナップショットの数だけV Volの数は倍増します。予想される数より多
くのV Volが必要になるので、この要件は軽視できません。従来のストレージは、何十、何百のLUNあるいはボリュ
ームを処理するように開発されていました。しかし、千単位のV Volは視野に入っていません。試しにいくつの
V Volが必要になるのかを細かく数えて、ストレージ プロバイダーが適切なサポートを行ってくれるかを検討して
みることをお勧めします。

ティントリの仮想マシンを理解しているストレージが、vSphere6に加えて、vSphere4と5、さらにHyper­V、RHEVそ
してOpenStackにも適用可能だということです。

ティントリではV Volのフルサポートを予定しています。仮想マシンを理解してるストレージを開発した際に行っ
たように、V Volに関しても優れたなサポートをお約束します。ティントリ社は創業以来、仮想マシンレベルでの業
務を行ってきました。その実績においてV Volの実行に最も適しており、最良な仮想マシンを理解しているストレ
ージを備えていると自負しています。
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